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報
告

一

唐
宋
に
お
け
る
「
孝
感
」
物
語

松
野

敏
之

序

漢
代
以
降
、
『
孝
経
』
が
思
想
書
と
し
て
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
、
注
釈

や
『
孝
経
』
の
緯
書
が
陸
続
と
作
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
孝
」
に
つ
い
て
の
議
論

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
「
孝
」
は
親
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
祖
先
祭
祀
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
社
会
・
共
同
体
か
ら
子
孫
に

及
ぶ
ま
で
、
人
々
の
重
要
な
関
心
事
項
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
孝
子
を
顕
彰
す
る

（
一
）

た
め
で
も
あ
る
が
、
「
孝
」
に
関
す
る
話
も
積
極
的
に
語
ら
れ
、
そ
し
て
記
録

さ
れ
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
『
孝
子
伝
』
や
後
の
『
二
十
四
孝
』
に
収
め
ら
れ

る
よ
う
な
話
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
孝
子
譚
は
、
当
時
の
人
々
が
ど
の

よ
う
な
場
、
ど
の
よ
う
な
事
を
「
孝
」
と
し
て
実
感
的
に
と
ら
え
て
い
た
か
、

と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
よ
う
。

唐
代
で
は
、
玄
宗
が
『
御
注
孝
経
』
に
お
い
て
、
君
主
が
率
先
し
て
「
孝
」

を
行
う
こ
と
で
天
下
を
平
ら
か
に
し
、
ま
た
臣
下
は
そ
の
よ
う
な
君
主
を
見
習

っ
て
い
く
も
の
と
し
た
。
「
孝
」
は
神
明
に
通
じ
、
天
地
万
物
を
動
か
す
も
の

で
あ
り
、
特
に
天
子
の
「
孝
」
は
天
下
の
安
寧
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

有
徳
者
を
有
徳
者
た
ら
し
め
る
の
も
ま
た
孝
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ

が
宋
代
以
降
、
特
に
道
学
者
た
ち
は
従
来
の
よ
う
に
は
積
極
的
に
「
孝
」
を
強

調
し
な
く
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
朱
熹
で
あ
れ
ば
、
仁
・
理
・
性
な
ど
を
前

面
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
の
根
本
と
し
て
「
孝
」
を
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
孝
は
仁
（
理
）
に
至
る
た
め
の
端
緒
、
仁
（
理
）
の
用

と
位
置
づ
け
た
。
「
孝
」
が
人
倫
の
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

（
二
）

が
、
唐
以
前
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
明
に
通
じ
、
天
地
万
物
を
も
動
か
す
も
の

と
し
て
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
五
倫
の
実
践
道
徳
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
く
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
唐
以
前
と
宋
代
に
お
け
る
「
孝
」
の
位
置

づ
け
の
変
遷
の
中
で
、
孝
の
物
語
の
と
ら
え
方
の
変
化
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。

今
回
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
孝
感
」
に
分
類
さ
れ
る
孝
行
譚

で
あ
る
。
『
御
注
孝
経
』
に
お
い
て
玄
宗
は
、
天
子
が
君
徳
を
涵
養
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
天
下
を
安
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
し
た
が
、
天
子
以
外
の
人

々
で
あ
っ
て
も
孝
心
に
は
天
地
万
物
を
動
か
す
力
が
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
後
に
『
二
十
四
孝
』
に
も
収
め
ら
れ
る
有
名
な
孟
宗
や
王
祥

の
物
語
で
あ
る
。
孟
宗
は
母
の
願
い
を
か
な
え
た
い
が
た
め
に
真
冬
の
竹
林
で

泣
き
、
王
祥
は
鯉
を
求
め
て
真
冬
の
氷
の
張
っ
た
池
に
飛
び
込
も
う
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
孝
心
に
感
じ
た
天
地
（
神
霊
）
が
筍
を
生
や
し
、
鯉
が
氷
を
割
っ
て
飛
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び
出
し
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
熊
袞
が
貧
し
さ
故
に
父
の

葬
儀
を
出
せ
な
く
て
泣
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
孝
心
に
感
じ
て
銭
が
雨
の
よ

う
に
降
っ
て
き
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
孝
感
」
の
物
語
は
、
類

書
に
お
い
て
は
『
白
氏
六
帖
』
巻
二
五
、
『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
一
・
人
事
部

五
二
、
『
文
苑
英
華
』
巻
五
三
七
～
五
三
八
、
『
冊
府
元
亀
』
巻
七
五
七
に
、

そ
れ
ぞ
れ
「
孝
感
」
と
し
て
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
類
書
に
よ

る
概
観
に
過
ぎ
な
い
が
、
孝
心
に
よ
っ
て
天
地
神
明
を
動
か
す
よ
う
な
孝
行
譚

が
「
孝
感
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
の
は
、
唐
中
期
か
ら
宋
初
の
こ
と
と
な
る
。

こ
の
時
期
に
「
孝
感
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
孝
行
譚
を
、
宋
代
の
士
人

は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の
か
。
特
に
道
学
者
た
ち
が
「
孝
」
を
実
践
倫
理
に

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
孝
感
」
の
よ
う
な
物
語
は
否
定
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、
単
に
否
定
す
る
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か

の
側
面
を
認
め
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。
ま
ず
は
宋
以
前
に
ど
の
よ
う
な
孝
感
譚

が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

一
、
孝
感

孝
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
本
来
は
純
粋
に
孝
子
を
顕
彰
す
る
た
め
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
孝
行
や
勤
勉
を
奨
励
す
る
と
い
う
意
図
も
見
ら
れ
る
。
漢

代
か
ら
王
朝
に
よ
る
善
行
あ
る
者
の
表
彰
が
始
ま
り
、
特
に
孝
子
に
対
す
る
顕

（
三
）

彰
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
孝
子
は
旌
表
の
対
象
者
と
な
り
、
唐
代
で
も

恩
賞
を
も
ら
っ
た
り
、
昇
進
に
寄
与
し
た
り
、
あ
る
い
は
課
税
や
徭
役
が
免
除

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
孝
子
譚
が
発
財
や
出
世

（
四
）

と
い
う
結
末
に
導
か
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

（
五
）

あ
る
い
は
権
貴
な
方
の
清
廉
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
顕
彰
す
る
た
め
に
孝
感
が

語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
『
白
氏
六
帖
』
巻
二
五
・
孝
感
に
は
、
張
九
齢
の
話

か
ら
「
紫
芝
産
坐
側
白
鳩
白
雀
巣
樹
」
の
項
を
立
て
て
い
る
。

紫
芝
産
坐
側
白
鳩
白
雀
巢
樹

張
九
齡
、
遷
中
書
侍
郎
。
以
母
喪
解
、
毀

不
勝
哀
。
有
紫
芝
産
坐
側
、
白
鳩
白
雀
巣
于
家
樹
。

紫
芝

坐
側
に
産
ま
れ
、
白
鳩
白
雀

樹
に
巣
づ
く
る

張
九
齢
、
中
書
侍

郎
に
遷
る
。
母
の
喪
を
以
て
解
く
、
毀
し
て
哀
し
み
に
勝
へ
ず
。
紫
芝
の

坐
側
に
産
ま
れ
、
白
鳩
白
雀
の
家
樹
に
巣
づ
く
る
有
り
。

張
九
齡
の
話
柄
は
『
新
唐
書
』
巻
一
二
六
の
張
九
齢
列
伝
に
も
見
え
る
も
の

で
あ
る
。
母
の
喪
に
際
し
、
紫
芝
が
生
え
、
白
鳩
白
雀
が
家
樹
に
巣
を
作
っ
た

と
い
う
。
孝
子
の
顕
彰
が
、
孝
行
譚
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
孝
行
譚
に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
当
時
の
人
々
が
「
孝
」
と
み

な
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
り
、
中
で
も
特

に
際
立
つ
の
が
孝
感
譚
と
な
る
。

篤
い
孝
心
に
よ
り
天
地
神
明
や
万
物
が
感
動
す
る
こ
と
を
「
孝
感
」
と
表
現

す
る
の
は
、
後
漢
頃
よ
り
見
ら
れ
る
。『
東
観
漢
記
』（
一
例
）
、『
三
国
志
』（
一

例
）
、
『
捜
神
記
』
（
一
例
）
、
『
晋
書
』
（
二
例
）
な
ど
に
、
孝
心
に
よ
っ
て
不

可
思
議
な
事
象
が
起
こ
る
こ
と
を
「
（
時
人
）
以
て
孝
感
の
致
す
所
と
為
す
」

と
ま
と
め
る
。
『
東
観
漢
記
』
に
収
め
る
次
の
話
は
、
そ
の
早
い
例
で
あ
る
。

長
沙
有
義
士
古
初
、
遭
父
喪
未
葬
。
鄰
人
火
起
、
及
初
舍
。
棺
不
可
移
、

初
冒
火
伏
棺
上
、
會
火
滅
。
以
爲
孝
感
所
致
云
。（

『
東
観
漢
記
』
巻
一
六
）
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長
沙
に
義
士
古
初
有
り
、
父
の
喪
に
遭
ひ
未
だ
葬
ら
ず
。
鄰
人

火
起
こ

し
、
初
の
舍
に
及
ぶ
。
棺

移
す
可
か
ら
ず
、
初

火
を
冒
し
て
棺
の
上
に

伏
し
、

会

火
滅
す
。
以
て
孝
感
の
致
す
所
と
為
す
と
云
ふ
。

た
ま
た
ま

父
を
埋
葬
す
る
前
、
隣
家
で
火
事
が
起
こ
っ
た
た
め
、
火
の
中
に
飛
び
込
ん

で
父
の
棺
（
亡
骸
）
を
守
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
火
が
消
え
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
『
孟
子
』
に
お
け
る
孝
の
話
題
も
喪
に
関
す
る
も
の
が
多
い

よ
う
に
、
孝
に
関
す
る
話
に
お
い
て
も
服
喪
や
親
の
死
に
関
わ
る
話
は
多
い
。

一
方
、
生
き
て
い
る
親
を
大
切
に
し
、
孝
養
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
も
孝
感

に
類
せ
ら
れ
る
話
は
あ
る
。
王
祥
の
話
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

祥
性
至
孝
。
早
喪
親
、
繼
母
朱
氏
不
慈
、
數
譖
之
、
由
是
失
愛
於
父
。
毎

使
掃
除
牛
下
、
祥
愈
恭
謹
。
父
母
有
疾
、
衣
不
解
帶
、
湯
藥
必
親
嘗
。
母

常
欲
生
魚
時
、
天
寒
冰
凍
、
祥
解
衣
將
剖
冰
求
之
、
冰
忽
自
解
、
雙
鯉
躍

出
、
持
之
而
歸
。
母
又
思
黄
雀
炙
、
復
有
黄
雀
數
十
飛
入
其
幙
、
復
以
供

母
。
郷
里
驚
歎
、
以
爲
孝
感
所
致
焉
。

（
『
晋
書
』
巻
三
三
・
王
祥
伝
）

祥

性
は
至
孝
。
早
に
親
を
喪
ひ
、
継
母
の
朱
氏
は
不
慈
、

数

之
を
譖

し
ば
し
ば

し
、
是
れ
に
由
り
て
愛
を
父
に
失
ふ
。
毎
に
牛
下
を
掃
除
せ
使
む
る
も
、

祥

愈

恭
謹
。
父
母
に
疾
有
れ
ば
、
衣
は
帯
を
解
か
ず
、
湯
薬
は
必
ず

親

い
よ
い
よ

み
づ
か

ら
嘗
む
。
母
常
て
生
魚
を
欲
せ
し
時
、
天
寒
く
冰
凍
す
、
祥

衣
を
解
き

な

か
つ

将
に
冰
を
剖
き
て
之
を
求
め
ん
と
せ
し
と
き
、
冰
忽
と
し
て
自
ら
解
け
、

双
鯉
躍
出
す
、
之
を
持
し
て
帰
る
。
母
又
た
黄
雀
の
炙
を
思
へ
ば
、
復
た

黄
雀
数
十
の
飛
び
て
其
の
幙
に
入
る
有
り
、
復
た
以
て
母
に
供
す
。
郷
里

驚
歎
し
、
以
て
孝
感
の
致
す
所
と
為
す
。

母
の
た
め
に
王
祥
が
氷
の
池
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
二
匹
の
鯉
が
踊
り

出
て
き
た
こ
と
は
、
後
に
『
文
選
』
や
『
二
十
四
孝
』
に
も
収
め
ら
れ
、
有
名

な
孝
行
譚
と
な
る
。
日
頃
か
ら
父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
、
母
の
望
み
を
か
な
え

た
い
と
切
に
願
う
孝
子
の
心
に
、
天
地
神
明
が
感
動
し
て
、
あ
る
い
は
動
植
物

が
感
応
し
て
そ
の
孝
子
に
幸
い
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
孝
感
に
類
す
る
話

は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
類
書
の
中
で
孝
感
類
が
立
て
ら
れ

て
い
る
『
白
氏
六
帖
』
巻
二
五
、
『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
一
・
人
事
部
五
二
、

『
冊
府
元
亀
』
巻
七
五
七
・
総
録
部
を
概
観
す
る
と
、
圧
倒
的
に
「
喪
」
に
関

（
六
）

わ
る
話
が
多
い
。『

白
氏
六
帖
』

『
太
平
御
覧
』

『
冊
府
元
亀
』

全

話

全

話

全

話

42

60

118

・
服
喪
・
親
の
死

話

話

話

19

31

66

に
関
わ
る
話

・
親
の
希
望
を

５
話

８
話

７
話

叶
え
る
話

・
病
い
に
関
わ

２
話

話

話

16

27

る
話

・
そ
の
他

話

５
話

話

16

18

三
書
の
孝
感
類
に
共
通
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
話
柄
は
、
姜
詩
・
方
儲
・
王

祥
・
呉
隠
之
・
劉
殷
・
王
延
の
六
話
の
み
で
あ
り
、
他
の
話
題
は
重
複
し
て
い

な
い
。
「
服
喪
・
親
の
死
に
関
わ
る
話
」
の
多
く
は
、
親
が
亡
く
な
り
、
孝
子

が
悲
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
動
物
や
植
物
が
感
応
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
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陳
孝
意
、
大
業
中
爲
侍
御
史
。
以
父
憂
去
職
、
居
喪
過
禮
、
有
白
鹿
馴
擾

其
廬
。
時
人
以
爲
孝
感
之
應
。

（
『
冊
府
元
亀
』
巻
七
五
七
）

陳
孝
意
、
大
業
中

侍
御
史
と
為
る
。
父
の
憂
ひ
を
以
て
職
を
去
り
、
喪

に
居
る
こ
と
過
礼
、
白
鹿
有
り
其
の
廬
に
馴
擾
す
。
時
人
以
て
孝
感
の
応

と
為
す
。

父
を
亡
く
し
た
こ
と
を
悲
し
む
陳
孝
意
の
孝
心
に
、
白
鹿
が
感
動
し
、
服
喪

中
の
廬
に
居
着
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
動
物
が
な
つ
い
た
り
、

（
七
）

鳥
が
集
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
孝
心
の
篤
さ
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
他

に
ど
こ
で
亡
く
な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
親
の
亡
骸
を
探
し
求
め
て
見
つ
け
る
話

や
、
遠
方
で
亡
く
な
っ
た
親
の
亡
骸
を
無
事
に
郷
里
に
運
ぶ
話
な
ど
を
含
め
れ

ば
、
親
の
死
に
関
わ
る
話
は
圧
倒
的
に
多
い
。
す
な
わ
ち
、
宋
初
以
前
に
お
い

て
孝
心
が
実
感
さ
れ
る
の
は
、
親
の
死
や
服
喪
に
お
い
て
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
孝
と
は
や
は
り
祖
先
祭
祀
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

服
喪
・
親
の
死
以
外
で
は
、
親
の
望
み
を
か
な
え
る
べ
く
努
力
す
る
話
（
先

の
王
祥
の
話
な
ど
）
や
、
孝
子
の
心
に
よ
り
親
や
自
分
の
病
い
が
治
る
話
が
見

ら
れ
る
。
「
そ
の
他
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
は
、
父
母
へ
の
孝
心
か
ら
金
銭
や

食
糧
な
ど
の
即
物
的
な
利
益
を
得
る
話
、
盗
賊
が
孝
子
に
感
動
す
る
話
、
猛
獣

か
ら
父
母
を
助
け
る
話
な
ど
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
、
こ
れ
ら
の
話
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

二
、
喪

先
に
確
認
し
た
通
り
、
孝
感
に
分
類
さ
れ
た
話
と
し
て
は
、
服
喪
中
の
孝
子

の
と
こ
ろ
に
動
物
が
居
着
い
た
り
、
墓
作
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
あ
る
い

は
孝
子
の
家
に
植
物
が
生
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
話
に
見
え
る

動
物
と
し
て
は
、
鳥
・
群
鳥
・
赤
鳥
・
雀
・
黄
雀
・
白
雀
・
鶴
・
白
鶴
・
梟
・

白
鵲
・
白
雉
・
雁
・
烏
・
鹿
・
白
鹿
・
白
兎
・
虎
・
鯉
・
白
鼠
が
、
植
物
と
し

て
は
紫
芝
・
甘
露
・
松
柏
や
木
に
連
理
が
結
ば
れ
る
こ
と
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

色
に
「
白
」
が
多
く
語
ら
れ
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
「
喪
」
の
連
想
か
ら
で
あ

ろ
う
。
元
の
白
珽
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
孝
親
之
感
以
致
物
之
異
多
白
。
故
劉
殷
白
雁
、
林
攢
白
烏
、
程
袁
師
白

狼
、
梁
文
貞
白
兎
、
而
詩
之
素
冠
白
華
、
可
見
。

（
『
湛
淵
集
』
「
木
斎
王
公
孝
感
白
華
頌
」
）

古
、
孝
親
の
感
じ
て
以
て
物
を
致
す
の
異
に
白
多
し
。
故
に
劉
殷
の
「
白

雁
」
、
林
攢
の
「
白
烏
」
、
程
袁
師
の
「
白
狼
」
、
梁
文
貞
の
「
白
兎
」
、

而
し
て
『
詩
』
の
「
素
冠
」
「
白
華
」
、
見
る
可
し
。

喪
に
お
い
て
孝
子
の
心
は
明
確
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
時
に
孝

心
に
感
動
し
た
動
物
や
植
物
が
日
常
で
は
起
こ
り
え
な
い
現
象
を
起
こ
す
。
服

喪
・
廬
墓
は
、
孝
を
実
感
す
る
場
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
親
の

死
と
い
う
設
定
が
孝
子
譚
の
テ
キ
ス
ト
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
例
と

し
て
孟
宗
の
物
語
を
と
り
あ
げ
た
い
。
孟
宗
が
母
の
た
め
に
筍
を
欲
し
て
真
冬

の
竹
林
に
入
り
、
哀
歎
し
た
と
こ
ろ
そ
の
孝
心
に
感
じ
て
筍
が
生
え
て
き
た
と

い
う
有
名
な
孝
行
譚
で
あ
る
。
こ
の
話
に
は
母
が
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

（
八
）

生
母
か
後
妻
か
な
ど
、
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
思
い
込
み
や
創
作
が
ま
ぎ

れ
こ
み
や
す
い
も
の
と
し
て
、
類
書
の
異
同
が
分
か
り
や
す
い
た
め
、
参
考
と
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し
て
挙
げ
る
。
孟
宗
の
話
は
、
裴
松
之
が
『
三
国
志
』
に
引
用
し
た
『
楚
国
先

賢
伝
』
に
見
ら
れ
る
も
の
が
早
い
時
期
の
も
の
と
な
る
。
現
行
本
『
三
国
志
』

巻
四
八
・
呉
書
・
孫
皓
伝
に
引
く
裴
松
之
の
注
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

楚
國
先
賢
傳
曰
、
宗
母
嗜
筍
。
冬
節
將
至
、
時
筍
尚
未
生
。
宗
入
竹
林
哀

嘆
、
而
筍
爲
之
出
、
得
以
供
母
。
皆
以
爲
至
孝
之
所
致
感
。

『
楚
国
先
賢
伝
』
に
曰
く
、
「
宗
の
母

筍
を
嗜
む
。
冬
節
将
に
至
ら
ん

と
し
、
時
に
筍
尚
ほ
未
だ
生
ぜ
ず
。
宗

竹
林
に
入
り
て
哀
嘆
す
、
而
し

て
筍

之
が
為
に
出
で
、
以
て
母
に
供
す
る
を
得
た
り
。
皆
な
以
て
至
孝

の
感
を
致
す
所
と
為
す
」
と
。

『
蒙
求
』
に
も
こ
れ
と
同
じ
内
容
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
芸
文
類
聚
』

巻
八
九
・
木
部
・
竹
や
『
太
平
御
覧
』
巻
二
六
・
時
序
部
・
冬
に
引
く
孟
宗
の

話
は
、「
及
母
亡
」
が
加
わ
り
、
筍
を
供
す
る
の
も
「
祭
（
祭
祀
）
に
供
す
る
」

こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
芸
文
類
聚
』
『
太
平
御
覧
』
で
は
孟
宗
の
母
は

真
冬
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
孟
宗
は
亡
き
母
が
好
き
だ
っ
た
筍
を
お
供
え
し

た
い
が
た
め
に
竹
林
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
孝
が
実
感
さ
れ
る
場
と

し
て
親
の
死
が
あ
り
、
そ
れ
が
物
語
を
改
変
す
る
こ
と
の
一
例
で
も
あ
ろ
う
。

（
九
）

こ
の
よ
う
な
孝
感
に
分
類
さ
れ
る
孝
行
譚
は
宋
代
の
士
人
た
ち
は
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
『
宋
史
』
巻
四
五
六
・
孝
義
伝
や
『
元
史
』
巻
一
九

七
～
一
九
八
・
孝
友
伝
で
は
、
喪
に
居
り
て
墓
に
廬
す
る
者
が
孝
子
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
親
の
服
喪
に
「
孝
」
が
強
く
実
感
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
瑞
祥
に
は
多
少
の
違
い
が
う
か
が
え
る
。

『
宋
史
』
巻
四
五
六
・
孝
義
伝
に
も
、
「
孝
義
の
感
ず
る
所
、
醴
泉
、
甘
露
、

芝
草
、
異
木
の
瑞
、
史

書
す
こ
と
を
絶
た
ず
、
宋
の
教
化
に
観
る
に
足
る
者

有
り
」
と
あ
る
通
り
、
瑞
祥
と
し
て
植
物
が
感
応
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

が
、
動
物
を
語
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。
廬
・
墓
に
変
化
が
あ
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
が
、
唐
代
ま
で
の
よ
う
に
親
の
墓
の
傍
ら
で
暮
ら
す
孝
子
の
も
と
に
動

物
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
話
は
減
っ
て
い
く
。

ま
た
い
ま
一
つ
、
異
な
る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
。
も
と
も
と
多
く
の
記
録

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
親
の
喪
に
服
す
孝
子
譚
に
は
、
「
性
至
孝
」
と
記

す
の
み
で
具
体
的
な
孝
養
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
ず
、
服
喪
の
折
に
起
こ
っ
た
瑞

祥
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
張
九
齢
や
陳
孝
意
も
そ

の
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
当
然
、
瑞
祥
が
起
こ
る
こ
と
自
体
が
孝
心
の
篤
さ
を

示
し
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
孝
養
に
つ
い
て
は
記
す
必
要
が
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
旌
表
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
服
喪
の
瑞
祥
だ
け
が
報
告
さ
れ
た

た
め
で
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
宋
代
以
降
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
服
喪

の
折
に
瑞
祥
が
起
こ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
話
は
ほ
と
ん
ど
採
り
あ
げ
ら
れ
な
く

な
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
三
類
書
の
孝
感
類
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
姜
詩
・
方

儲
・
王
祥
・
呉
隠
之
・
劉
殷
・
王
延
の
六
人
は
宋
初
以
前
に
は
そ
れ
ぞ
れ
孝
子

と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
姜
詩
・
王
祥
・
劉

因
・
王
延
に
つ
い
て
は
、
司
馬
光
『
家
範
』
、
朱
熹
『
小
学
』
、
胡
炳
文
『
純

正
蒙
求
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
墓
の
傍
ら
に
廬
を
結
ん
で
瑞
祥
が
起

こ
っ
た
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
る
方
儲
・
呉
隠
之
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
。

服
喪
に
際
し
て
瑞
祥
が
起
こ
っ
た
と
い
う
話
は
、
孝
感
譚
と
し
て
は
圧
倒
的

な
比
率
を
占
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
士
人
た
ち
か
ら
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
人
物
が
服
喪
に
際
し
て
瑞
祥
の

起
こ
る
よ
う
な
孝
子
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
父
母
に
対
し
て

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
孝
養
を
尽
く
し
た
か
と
い
う
話
が
注
目
さ
れ
る
と
い
う
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報告 一

こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

三
、
郭
巨

孝
感
に
分
類
さ
れ
た
話
の
中
に
は
、
数
は
多
く
な
い
も
の
の
即
物
的
な
応
報

譚
が
見
え
る
。
貧
し
い
が
故
に
父
の
葬
儀
を
出
せ
な
く
て
孝
子
が
泣
き
、
銭
が

雨
の
よ
う
に
降
っ
て
き
た
話
や
、
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
地
中
か
ら
米
を
手
に
入
れ

た
話
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
巨
は
家
が
貧
し
く
母
を
養
う
た
め
に
子
供
を
生

き
埋
め
に
し
よ
う
と
し
て
穴
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
黄
金
が
出
て
き
た
と
い
う
話

も
あ
る
。
郭
巨
の
話
は
、
『
孝
子
伝
』
や
『
捜
神
記
』
、
『
蒙
求
』
や
『
二
十
四

（
一
〇
）

孝
』
に
見
ら
れ
、
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
の
士
人
で
郭
巨
に
言
及

す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
司
馬
光
は
『
家
範
』
の
中
に
郭
巨

の
話
を
収
め
て
い
る
。

後
漢
郭
巨
家
貧
養
老
母
。
妻
生
一
子
、
三
歳
母
常
減
食
與
之
。
巨
謂
妻
曰
、

貧
乏
不
能
供
給
。
共
汝
埋
子
。
子
可
再
有
、
母
不
可
再
得
。
妻
不
敢
違
。

巨
遂
掘
坑
二
尺
餘
、
得
黄
金
一
釜
。
或
曰
、
郭
巨
非
中
道
。
曰
、
然
。
以

此
敎
民
、
民
猶
厚
於
慈
、
而
薄
於
孝
。

（
『
家
範
』
巻
五
・
子
下
）

後
漢
の
郭
巨
は
家
貧
に
し
て
老
母
を
養
ふ
。
妻

一
子
を
生
み
、
三
歳
に

し
て
母
常
に
食
を
減
ら
し
て
之
に
与
ふ
。
巨

妻
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
貧

乏
に
し
て
供
給
す
る
能
は
ず
。
共
に
汝

子
を
埋
め
よ
。
子
は
再
び
有
る

可
く
も
、
母
は
再
び
得
可
か
ら
ず
」
と
。
妻

敢
へ
て
違
は
ず
。
巨

遂
に

坑
を
掘
る
こ
と
二
尺
余
り
に
し
て
、
黄
金
一
釜
を
得
た
り
。
或
い
は
曰
く
、

「
郭
巨
は
中
道
に
非
ず
」
と
。
曰
く
、
「
然
り
。
此
を
以
て
民
を
教
ふ
る

は
、
民
猶
ほ
慈
に
厚
く
し
て
孝
に
薄
け
れ
ば
な
り
」
と
。

郭
巨
が
母
親
を
養
う
た
め
に
子
を
埋
め
る
決
意
を
し
、
そ
の
た
め
の
穴
を
掘

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
黄
金
一
釜
を
見
つ
け
た
。
『
孝
子
伝
』
や
『
捜
神
記
』
で

は
こ
の
後
、
「
天

孝
子
郭
巨
に
賜
う
」
と
の
丹
書
が
現
れ
る
。
黄
金
は
天
が

郭
巨
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
多
く
の
物
語
は
こ
こ
で
終
わ
る
。

（
一
一
）

し
か
し
、
司
馬
光
の
『
家
範
』
は
丹
書
の
こ
と
を
記
さ
ず
、
替
わ
り
に
郭
巨
の

話
に
対
す
る
簡
単
な
解
説
を
附
す
。
親
を
と
る
か
、
子
を
と
る
か
、
貧
し
さ
故

に
両
者
を
充
分
に
養
う
こ
と
の
で
き
な
い
郭
巨
は
親
（
孝
）
を
選
ん
だ
。
子
を

生
き
埋
め
に
す
る
と
い
う
選
択
が
批
判
さ
れ
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、

『
家
範
』
で
は
郭
巨
の
話
は
民
衆
を
教
化
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
側
面
を
強

調
す
る
。
そ
れ
は
当
時
の
民
衆
が
子
に
慈
愛
の
情
を
注
ぐ
こ
と
を
優
先
し
、
親

へ
の
孝
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
故
に
、
郭
巨
の
話
が
語
ら
れ
た
と

指
摘
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
文
章
は
司
馬
光
自
身
の
記
述
か
ど
う
か
判

然
と
し
な
い
が
、
管
見
の
限
り
、
郭
巨
の
話
に
「
或
曰
」
以
下
の
二
十
二
字
が

見
ら
れ
る
の
は
『
家
範
』
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
関
心
は
、
孝
心
に
よ
っ
て

黄
金
が
得
ら
れ
た
こ
と
（
孝
感
）
に
は
な
く
、
民
が
慈
に
厚
く
孝
に
薄
い
か
ら

こ
そ
、
郭
巨
の
話
が
活
き
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
孝
と
慈
の
バ
ラ
ン
ス

に
注
目
し
た
人
倫
の
話
題
と
し
て
見
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

宋
以
降
に
な
る
が
、
明
の
方
孝
孺
も
郭
巨
の
話
を
と
り
あ
げ
、
無
辜
の
幼
子

を
殺
そ
う
と
す
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
（
『
遜
志
斎
集
』
巻
五
・
「
郭

巨
」
）
。
即
物
的
な
応
報
譚
の
中
で
も
、
郭
巨
の
話
は
、
親
を
と
る
か
、
子
を

と
る
か
と
い
う
葛
藤
が
、
孝
・
慈
・
愛
の
実
感
と
し
て
重
視
さ
れ
、
関
心
を
持

た
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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四
、
庾
黔
婁

孝
子
の
心
に
よ
っ
て
病
が
治
る
と
い
う
話
は
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、

六
朝
時
代
以
降
、
徐
々
に
増
え
て
い
く
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

前
者
は
自
分
の
病
が
治
る
話
、
後
者
は
母
親
の
病
が
癒
え
る
話
で
あ
る
。

又
永
興
概
中
里
王
氏
女
、
年
五
歳
、
得
毒
病
、
兩
目
皆
盲
。
性
至
孝
、
年

二
十
、
父
母
死
。
臨
屍
一
叫
、
眼
皆
血
出
。
小
妹
娥
舐
其
血
、
左
目
即
開
。

時
人
稱
爲
孝
感
。
縣
令
何
曇
秀
不
以
聞
。

（
『
南
斉
書
』
巻
五
五
・
孝
義
・
韓
霊
敏
伝
）

（
一
二
）

又
た
永
興
概
中
里
の
王
氏
の
女
、
年
五
歳
に
し
て
、
毒
病
を
得
、
両
目
皆

盲
た
り
。
性
は
至
孝
、
年
二
十
に
し
て
、
父
母
死
す
。
屍
に
臨
み
て
一
叫

し
、
眼
皆
な
血
出
づ
。
小
妹
娥

其
の
血
を
舐
む
れ
ば
、
左
目
即
ち
開
く
。

時
人

称
し
て
孝
感
と
為
す
。
県
令
の
何
曇
秀

以
て
聞
せ
ず
。

翔
少
有
孝
性
。
爲
侍
中
時
、
母
疾
篤
。
請
沙
門
祈
福
、
中
夜
忽
見
戶
外
有

異
光
、
又
聞
空
中
彈
指
、
及
曉
疾
遂
愈
、
咸
以
翔
精
誠
所
致
焉
。

（
『
梁
書
』
巻
四
一
・
褚
祥
伝
）

（
一
三
）

翔
少
く
し
て
孝
性
有
り
。
侍
中
為
り
し
時
、
母
の
疾
篤
く
、
沙
門
に
祈
福

を
請
ふ
、
中
夜

忽
と
し
て
戸
外
に
異
光
有
る
を
見
、
又
た
空
中
に
弾
指

を
聞
く
、
暁
に
及
び
疾
遂
に
愈
ゆ
、
咸
以
へ
ら
く
翔
の
精
誠
の
致
す
所

お
も

と
。

孝
子
の
孝
心
に
よ
り
、
眼
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
危
篤
の
状
態
か
ら

回
復
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
に
や
や
系
統
の
異
な
る
も
の
と
し
て
は
、

遠
方
に
い
る
父
母
・
祖
父
母
の
病
な
ど
を
孝
子
が
察
知
す
る
と
い
う
も
の
も
あ

る
。
『
捜
神
記
』
に
は
、
孝
で
知
ら
れ
る
曾
子
（
曾
参
）
が
、
旅
中
に
あ
っ
て

胸
騒
ぎ
を
覚
え
、
急
ぎ
帰
国
す
る
と
、
母
親
が
子
供
（
曾
子
）
の
こ
と
を
思
っ

て
指
を
噛
ん
だ
と
い
う
話
が
あ
る
。
孝
子
は
遠
方
に
あ
っ
て
親
の
思
い
を
察
知

す
る
こ
と
あ
る
と
い
う
発
想
で
あ
り
、
そ
の
延
長
に
な
る
の
が
親
の
病
い
を
察

知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
二
十
四
孝
』
に
も
収
め
ら
れ
る
庾
黔
婁
は
、
赴
任
先

ゆ

け
ん
ろ
う

で
父
親
の
大
病
を
察
知
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
。
宋
の
士
人
で
は
、
司
馬
光

が
『
家
範
』
に
、
朱
熹
が
『
小
学
』
に
こ
の
庾
黔
婁
の
話
柄
を
収
め
て
い
る
。

南
齊
庾
黔
婁
、
爲
孱
陵
令
。
到
縣
未
旬
、
父
易
在
家
遘
疾
。
黔
婁
忽
心
驚
、

舉
身
流
汗
。
即
日
棄
官
歸
家
、
家
人
悉
驚
其
忽
至
。
…
…
至
夕
毎
稽
顙
北

辰
、
求
以
身
代
。
俄
聞
空
中
有
聲
、
曰
、
徵
君
壽
命
盡
、
不
可
延
。
汝
誠

禱
既
至
、
改
得
至
月
末
。
晦
而
易
亡
。

（
『
家
範
』
巻
四
・
子
）

南
斉
の
庾
黔
婁
、
孱
陵
令
と
為
る
。
県
に
到
り
て
未
だ
旬
な
ら
ず
し
て
、

父
易

家
に
在
り
て
疾
に
遘
ふ
。
黔
婁
忽
か
に
心
驚
き
、
身
を
挙
げ
て
流

汗
す
。
即
日

官
を
棄
て
て
家
に
帰
る
。
家
人
悉
く
其
の
忽
か
に
至
る
を

驚
く
。
…
…
夕
べ
に
至
れ
ば
毎
に
北
辰
に
稽
顙
し
、
身
を
以
て
代
は
ら
ん

こ
と
を
求
む
。
俄
か
に
空
中
に
声
有
る
を
聞
く
、
曰
く
、
「
徵
君
の
寿
命

尽
く
、
延
ば
す
可
か
ら
ず
。
汝
の
誠
禱
既
に
至
る
、
改
め
得
て
月
末
に
至

ら
し
め
ん
」
と
。
晦
に
し
て
易
亡
す
。

庾
黔
婁
は
胸
騒
ぎ
を
憶
え
て
赴
任
し
た
ば
か
り
の
官
を
辞
し
て
帰
郷
す
る

と
、
故
郷
に
い
る
父
が
重
い
病
を
患
っ
て
い
た
。
庾
黔
婁
が
毎
夜
父
の
た
め
に

祈
っ
た
と
こ
ろ
、
空
中
か
ら
突
如
と
し
て
「
本
来
な
ら
寿
命
が
尽
き
て
い
る
と
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報告 一

こ
ろ
、
お
前
（
庾
黔
婁
）
の
誠
禱
に
よ
っ
て
月
末
ま
で
延
ば
す
」
と
の
声
が
聞

こ
え
て
き
て
、
そ
の
通
り
に
父
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
家
範
』

は
、
『
梁
書
』
巻
四
七
・
庾
黔
婁
伝
や
『
二
十
四
孝
』
と
ほ
ぼ
同
文
を
収
め
る

が
、
朱
熹
は
『
小
学
』
に
収
め
る
際
に
些
か
改
編
を
加
え
て
い
る
。
朱
熹
は
『
家

範
』
も
参
考
に
し
て
『
小
学
』
を
編
纂
し
て
い
る
た
め
、
庾
黔
婁
の
話
を
『
梁

（
一
四
）

書
』
や
『
家
範
』
と
同
じ
よ
う
に
収
録
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
『
小

学
』
善
行
篇
・

章
で
は
末
尾
の
「
俄
か
に
空
中
に
声
有
る
を
聞
く
、
曰
く
、

15

〝
徵
君
の
寿
命
尽
く
、
延
ば
す
可
か
ら
ず
。
汝
の
誠
禱
既
に
至
る
、
改
め
得
て

月
末
に
至
ら
し
め
ん
〟
と
。
晦
に
し
て
易
亡
す
」
の
部
分
を
削
除
し
た
。
庾
黔

婁
が
遠
方
に
あ
っ
て
父
の
病
い
を
察
知
し
、
父
の
た
め
に
手
厚
く
看
病
し
て
毎

夜
禱
っ
た
と
い
う
こ
と
で
話
を
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
のこ

の
庾
黔
婁
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
『
小
学
』
を
読
ん
だ
陳
淳
（
朱
熹
の
弟

子
）
か
ら
も
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
『
朱
文
公
文
集
』
の
中
に
は
、
陳
淳
に

対
す
る
書
簡
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

小
學
載
庾
黔
婁
父
病
、
毎
夕
稽
顙
北
辰
、
求
以
身
代
。
而
全
文
此
下
更
云

數
日
而
愈
。
不
審
果
有
此
應
之
之
理
否
。
若
果
有
應
之
之
理
、
則
恐
是
父

子
一
氣
、
此
精
誠
所
極
、
則
彼
既
餒
之
氣
因
復
爲
之
充
盛
否
、
抑
此
適
遭

其
偶
然
、
而
實
非
闗
於
禱
、
實
無
轉
夭
爲
壽
、
轉
禍
爲
福
之
理
。
人
子
於

此
雖
知
其
無
應
之
之
理
、
而
又
却
實
行
其
禮
、
則
恐
心
足
不
相
似
。

禱
是
正
禮
、
自
合
有
應
、
不
可
謂
知
其
無
是
理
、
而
姑
爲
之
。

（
『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
七
・
答
陳
安
卿
（
二
）
）

〔
陳
淳
〕
『
小
學
』
に
載
す
「
庾
黔
婁
の
父
病
み
、
毎
夕

北
辰
に
稽
顙

し
、
身
を
以
て
代
は
ら
ん
こ
と
を
求
む
」
と
。
而
し
て
全
文
此
の
下
に
更

に
云
ふ
「
数
日
に
し
て
愈
ゆ
」
と
。
審
ら
か
な
ら
ず
果
た
し
て
此
の
之
に

応
ず
る
の
理
有
る
や
否
や
。
若
し
果
た
し
て
之
に
応
ず
る
の
理
有
れ
ば
、

則
ち
恐
ら
く
は
是
れ
父
子
の
一
気
、
此
れ
精
誠
の
極
む
る
所
な
れ
ば
、
則

ち
彼
既
に
餒
う
る
の
気

因
り
て
復
た
之
が
為
に
充
盛
す
る
や
否
や
、
抑は

た
此
れ
適
に
其
の
偶
然
に
遭
ひ
て
、
実
に
禱
に
関
す
る
に
非
ず
、
実
は
夭

を
転
じ
て
寿
と
為
し
、
禍
を
転
じ
て
福
と
為
す
の
理
無
き
か
。
人
子

此

に
於
い
て
其
の
之
に
応
ず
る
の
理
無
き
を
知
る
と
雖
ど
も
、
而
れ
ど
も
又

た
却
て
実
に
其
の
礼
を
行
ふ
は
、
則
ち
恐
ら
く
は
心
足

相
ひ
似
ず
。

〔
朱
熹
〕
禱
は
是
れ
正
礼
、
自
ら
合
に
応
有
る
べ
し
、
其
の
是
の
理
無
き

を
知
り
て
姑
く
之
を
為
す
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
。

『
梁
書
』
庾
黔
婁
伝
で
は
月
末
ま
で
延
命
し
、
そ
の
通
り
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
陳
淳
が
見
た
庾
黔
婁
の
話
は
、
禱
り
に
よ
っ
て
父
の

（
一
五
）

病
い
が
「
数
日
に
し
て
癒
え
た
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
末
に

違
い
は
あ
る
が
、
庾
黔
婁
が
父
の
た
め
に
禱
り
、
空
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
く

る
と
い
う
話
を
、
朱
熹
は
『
小
学
』
に
収
め
る
際
に
は
削
除
し
た
。
陳
淳
と
の

問
答
か
ら
す
れ
ば
、
朱
熹
は
こ
の
庾
黔
婁
の
話
を
、
孝
子
の
心
に
天
神
が
感
応

し
た
も
の
と
し
て
見
て
い
た
の
で
は
な
く
、
禱
り
と
い
う
心
的
態
度
に
注
目
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
孝
子
の
物
語
と
し
て
は
、
赴
任
先
で
胸
騒
ぎ
を
憶
え
て

（
一
六
）

帰
郷
す
る
と
、
父
の
重
病
を
知
り
、
手
厚
い
看
病
を
施
し
、
父
の
た
め
に
禱
っ

た
と
い
う
こ
と
で
完
結
さ
せ
た
。
朱
熹
以
後
、
庾
黔
婁
の
話
を
採
り
あ
げ
た
も

の
の
中
で
、
元
・
胡
炳
文
『
純
正
蒙
求
』
巻
上
、
明
・
彭
大
翼
『
山
堂
肆
考
』

巻
七
七
・
「
父
疾
棄
官
」
、
明
・
劉
宗
周
『
人
譜
類
記
』
巻
上
な
ど
は
、
朱
熹

『
小
学
』
と
同
じ
く
「
俄
聞
空
中
有
聲
…
…
至
月
末
」
を
省
略
す
る
。
空
中
か

ら
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
「
孝
」
が
実
感
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
も
あ
ろ
う
。
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な
お
、
病
気
回
復
に
関
す
る
孝
感
譚
自
体
は
漢
代
よ
り
も
六
朝
・
唐
・
宋
初

に
か
け
て
増
え
て
い
く
が
、
先
に
挙
げ
た
「
王
氏
の
女
」
の
よ
う
に
、
「
性
至

孝
」
で
あ
っ
た
娘
が
親
の
死
を
契
機
と
し
て
両
眼
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
話
は
、
宋
代
以
降
の
士
人
た
ち
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
庾

黔
婁
の
よ
う
に
、
い
か
に
看
病
し
た
か
と
い
う
話
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
「
至
孝
」
で
あ
っ
た
が
故
に
、
親
や
自
身
の
病
気
が
回
復
し
た
と
い
う

だ
け
で
は
実
践
道
徳
の
孝
と
し
て
は
実
感
が
持
た
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
王
祥

先
に
見
た
孟
宗
の
場
合
、
母
の
好
き
だ
っ
た
筍
を
求
め
、
真
冬
に
も
拘
ら
ず

筍
が
生
え
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
父
母
の
願
い
を
か
な
え
る
べ
く
、

父
母
に
孝
養
を
尽
く
す
と
い
う
話
で
あ
る
。
他
に
父
母
の
要
望
と
し
て
見
ら
れ

る
の
は
、
魚
や
水
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
姜
詩
の
話
は
『
東
観
漢
記
』
巻
一

七
に
見
え
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
母
が
好
き
な
江
水
を
、
日
々

母
の
た
め
に
息
子
に
汲
み
に
行
か
せ
て
い
た
が
、
そ
の
息
子
が
不
幸
に
も
溺
死

し
て
し
ま
っ
た
。
息
子
を
悼
み
、
年
々
衣
を
長
江
に
捧
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、
家

の
側
ら
に
泉
が
湧
き
出
た
。
そ
れ
は
母
の
好
む
長
江
と
同
じ
味
の
す
る
水
で
あ

り
、
し
か
も
毎
日
な
ぜ
か
二
匹
の
鯉
が
と
れ
た
と
い
う
。

姜
詩
や
氷
の
張
っ
た
池
で
魚
を
得
た
王
祥
の
話
は
有
名
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
宋
以
前
の
孝
行
譚
の
比
率
と
し
て
は
多
く
な
い
。
そ
れ
が
宋
以
降
に
な
る

と
、
孝
子
の
家
に
泉
が
湧
き
出
た
り
、
魚
の
棲
ま
な
い
井
戸
や
池
か
ら
魚
が
と

れ
る
話
が
見
ら
れ
、
「
孝
感
泉
」
や
「
孝
感
井
」
等
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
士

人
に
も
共
有
さ
れ
る
感
覚
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
南
宋
の
王
十
朋
は
自
邸
に
あ

る
井
戸
に
つ
い
て
、
孝
感
に
関
す
る
話
を
記
し
て
い
る
。

宣
和
壬
寅
、
大
父
得
疾
、
服
藥
思
鯽
魚
。
時
方
盛
暑
、
不
可
遽
致
。
先
人

憂
見
顔
色
、
遂
垂
鈎
于
井
獲
巨
鱗
。
予
時
年
十
有
一
、
侍
立
井
旁
、
親
見

之
。
井
初
無
魚
。
先
人
素
不
善
釣
。
蓋
孝
感
也
。

（
『
梅
渓
前
集
』
巻
一
七
・
大
井
記
）

宣
和
壬
寅
、
大
父

疾
を
得
、
薬
を
服
し
鯽
魚
を
思
ふ
。
時
に
方
に
盛
暑

に
し
て
、
遽
か
に
致
す
可
か
ら
ず
。
先
人

憂
ひ
て
顔
色
を
見
、
遂
に
鈎

を
井
に
垂
れ
巨
鱗
を
獲
た
り
。
予
時
に
年
十
有
一
、
井
の
旁
に
侍
立
し
、

親

ら
之
を
見
る
。
井
は
初
め
よ
り
魚
無
し
。
先
人
素
よ
り
釣
を
善
く
せ

み
づ
か

ず
。
蓋
し
孝
感
な
り
。

王
十
朋
は
十
一
歳
の
頃
、
病
気
の
祖
父
の
た
め
に
父
が
魚
の
い
な
い
井
戸
で

「
巨
鱗
」
を
釣
り
上
げ
た
と
言
う
。
王
十
朋
は
当
時
、
子
供
で
は
あ
っ
た
が
、

父
親
の
孝
心
と
魚
が
釣
れ
た
こ
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
。
泉
が
湧
く
こ

と
や
魚
が
と
れ
る
こ
と
が
、
孝
心
の
篤
さ
を
示
す
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
た
、
氷
の
張
っ
た
真
冬
に
魚
を
手
に
入
れ
た
王
祥
に
つ
い
て
も
肯
定
的
な

見
解
が
あ
る
。
北
宋
・
程
頤
が
『
孝
経
』
と
王
祥
の
孝
感
譚
を
結
び
つ
け
て
論

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

問
、
天
地
明
察
、
神
明
彰
矣
。
曰
、
事
天
地
之
義
、
事
天
地
之
誠
、
既
明

察
昭
著
、
則
神
明
自
彰
矣
。
問
、
神
明
感
格
否
。
曰
、
感
格
固
在
其
中
矣
。

孝
弟
之
至
、
通
於
神
明
。
神
明
孝
弟
、
不
是
兩
般
事
。
只
孝
弟
便
是
神
明

之
理
。
又
問
、
王
祥
孝
感
事
、
是
通
神
明
否
。
曰
、
此
亦
是
通
神
明
一
事
。
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此
感
格
便
是
王
祥
誠
中
來
、
非
王
祥
孝
於
此
而
物
來
於
彼
也
。

（
『
二
程
遺
書
』
巻
一
八
）

問
ふ
、
「
天
地
明
察
な
れ
ば
、
神
明
彰
は
る
」
と
。
曰
く
、
「
天
地
の
義

に
事
へ
、
天
地
の
誠
に
事
へ
、
既
に
明
察
昭
著
な
れ
ば
、
則
ち
神
明
自
ら

彰
は
る
」
と
。
問
ふ
、
「
神
明
は
感
格
す
る
や
否
や
」
と
。
曰
く
、
「
感

格
は
固
に
其
の
中
に
在
り
。
孝
弟
の
至
は
、
神
明
に
通
ず
。
神
明
・
孝
弟

は
是
れ
両
般
の
事
な
ら
ず
。
只
だ
孝
弟
は
便
ち
是
れ
神
明
の
理
」
と
。
又

た
問
ふ
、
「
王
祥
孝
感
の
事
は
、
是
れ
神
明
に
通
ず
る
や
否
や
」
と
。
曰

く
、
「
此
れ
も
亦
た
是
れ
神
明
に
通
ず
る
の
一
事
な
り
。
此
れ
感
格
は
便

ち
是
れ
王
祥
の
誠
中
よ
り
来
る
、
王
祥
の
此
に
孝
に
し
て
物
の
彼
よ
り
来

る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。

『
孝
経
』
の
「
天
地
明
察
な
れ
ば
、
神
明
彰
は
る
」
に
つ
い
て
の
質
問
か
ら
、

同
じ
く
『
孝
経
』
の
「
孝
弟
の
至
は
、
神
明
に
通
ず
」
と
王
祥
孝
感
の
話
を
結

び
つ
け
て
論
じ
て
お
り
、
程
頤
は
王
祥
の
話
を
孝
弟
の
心
が
神
明
に
通
じ
る
例

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
が
朱
熹
に
至
る
と
、
同
じ
話
題
を
採
り
上
げ
な

（
一
七
）

が
ら
、
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
く
。

問
、
王
祥
孝
感
事
、
伊
川
説
如
何
。
曰
、
程
先
生
多
有
此
處
、
是
要
説
物

我
一
同
。
然
孝
是
王
祥
、
魚
是
水
中
物
、
不
可
不
別
。
如
説
感
應
、
亦
只

言
己
感
、
不
須
言
物
。

（
『
朱
子
語
類
』
巻
九
七
・

条
）

92

（
鄭
可
学
）
問
ふ
、
「
王
祥
孝
感
の
事
、
伊
川
説
く
こ
と
如
何
」
と
。
（
朱

子
）
曰
く
、
「
程
先
生
多
く
此
の
処
有
り
、
是
れ
要
（
か
な
ら
）
ず
物
我

一
同
を
説
く
。
然
れ
ど
も
孝
は
是
れ
王
祥
、
魚
は
是
れ
水
中
の
物
、
別
た

ざ
る
可
か
ら
ず
。
如
し
感
応
を
説
く
な
ら
ば
、
亦
た
只
だ
己
感
ず
と
言
ひ
、

須
ら
く
物
を
言
ふ
可
か
ら
ず
」
と
。

朱
熹
は
王
祥
の
話
柄
を
、
自
身
が
編
纂
し
た
『
小
学
』
善
行
篇
・

章
に
収

11

め
る
。
善
行
篇
の
９
章
か
ら

章
ま
で
は
父
子
の
孝
に
関
す
る
話
を
ま
と
め
た

18

も
の
で
あ
り
、
王
祥
の
話
柄
も
孝
の
事
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
語

類
』
の
問
答
か
ら
す
れ
ば
、
朱
熹
は
王
祥
の
物
語
を
、
そ
の
ま
ま
孝
に
感
応
し

て
魚
が
現
わ
れ
た
と
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
朱
熹
か
ら
す
れ
ば
、
程
頤
が
王
祥

孝
感
を
容
認
し
た
の
も
「
物
我
一
同
」
を
論
じ
る
た
め
で
あ
り
、
決
し
て
孝
感

を
認
め
、
積
極
的
に
語
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
八
）

ま
た
程
頤
が
王
祥
孝
感
の
話
柄
と
結
び
つ
け
て
採
り
あ
げ
た
『
孝
経
』
の
「
孝

弟
の
至
は
、
神
明
に
通
ず
」
の
一
文
で
あ
る
が
、
朱
熹
は
そ
も
そ
も
『
孝
経
刊

誤
』
の
編
纂
に
お
い
て
、
程
頤
の
言
う
『
孝
経
』
の
一
文
を
経
文
で
は
な
く
、

伝
文
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
程
頤
と
朱
熹
の
王
祥
の
物
語
に
対

（
一
九
）

す
る
見
解
の
相
違
は
、
「
孝
」
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
で
も
あ
る
。
「
孝
」

を
五
倫
の
実
践
道
徳
と
位
置
づ
け
る
朱
熹
か
ら
す
れ
ば
、
「
孝
」
に
過
度
な
重

み
を
持
た
せ
る
こ
と
を
警
戒
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

結
び

本
報
告
で
は
、
孝
の
物
語
の
な
か
の
一
端
と
し
て
、
孝
子
の
心
が
天
地
万
物

を
感
動
さ
せ
、
瑞
祥
を
も
た
ら
す
と
い
う
孝
感
譚
に
つ
い
て
、
唐
以
前
の
類
例

と
宋
代
士
人
の
と
ら
え
か
た
を
概
観
し
た
。

司
馬
光
『
家
範
』
の
よ
う
に
比
較
的
多
く
の
孝
感
譚
を
収
め
る
こ
と
も
あ
る

が
、
多
く
の
士
人
た
ち
は
、
孝
感
に
関
す
る
よ
う
な
話
は
人
倫
道
徳
か
ら
乖
離
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唐宋における「孝感」物語

し
た
も
の
と
し
て
言
及
し
な
い
。
唐
以
前
に
多
く
見
ら
れ
た
、
服
喪
中
の
孝
子

に
瑞
祥
が
起
こ
る
と
い
う
話
は
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、

類
書
の
中
で
孝
感
類
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
も
『
太
平
御
覧
』
『
冊
府
元
亀
』

ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
の
類
書
で
は
、
宋
初
以

前
の
孝
感
譚
は
関
連
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、

孟
宗
で
あ
れ
ば
竹
部
に
、
郭
巨
で
あ
れ
ば
宝
部
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
孝
子
の
心
に
感
動
し
て
天
が
銭
を
降
ら
せ
た
り
、
地
中
か
ら
金
や
米
を

見
つ
け
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
即
物
的
な
応
報
譚
に
つ
い
て
も
言
及
は
少
な

い
。
た
だ
母
を
養
う
た
め
に
子
を
生
き
埋
め
に
し
よ
う
と
し
た
郭
巨
の
話
な
ど

は
、
金
を
手
に
入
れ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
母
を
と
る
か
、
子
を
と
る
か
、

孝
か
慈
か
と
い
う
人
倫
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
人

倫
道
徳
の
孝
慈
と
し
て
考
え
る
余
地
の
あ
る
物
語
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。特

に
朱
熹
の
場
合
は
、
自
覚
的
に
「
孝
」
を
人
倫
道
徳
と
し
て
位
置
づ
け
、

孝
感
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
孝
」
が
天
地
万
物
に
影
響
を
与
え
る
と
す
る
話
を

避
け
る
。
し
か
し
、
他
の
士
人
の
よ
う
に
一
切
言
及
し
な
い
の
で
は
な
く
、
物

語
に
よ
っ
て
は
朱
熹
な
り
の
論
点
に
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
て

い
る
。
病
い
の
父
の
た
め
に
禱
っ
た
庾
黔
婁
の
話
は
、
『
小
学
』
に
収
め
て
い

る
が
、
そ
の
際
に
「
禱
」
の
後
に
見
え
る
空
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と

と
禱
り
に
よ
っ
て
父
の
病
い
が
回
復
し
た
と
い
う
一
節
は
削
除
し
て
い
る
。
父

の
た
め
に
禱
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
話
を
止
め
、
孝
子
の
禱
り
と
い
う
観
点
か

ら
庾
黔
婁
に
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
氷
の
張
る
真
冬
に
魚
を
手
に
入
れ

た
王
祥
に
つ
い
て
も
、
『
小
学
』
に
収
め
て
い
る
が
、
程
頤
が
評
価
し
た
よ
う

に
孝
感
譚
と
し
て
は
と
ら
え
ず
、
物
我
一
同
の
例
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

（
二
〇
）

最
後
に
、
本
報
告
で
は
孝
感
の
話
題
ご
と
に
整
理
し
た
が
、
時
間
軸
で
見
た

場
合
、
士
人
に
お
け
る
孝
感
譚
の
受
け
止
め
方
は
北
宋
と
南
宋
が
分
岐
と
な
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
象
徴
的
な
の
は
、
神
明
に
通
じ
る
「
孝
」
を
前
提
と
し

て
王
祥
孝
感
を
論
じ
る
程
頤
と
、
そ
れ
を
否
定
す
る
朱
熹
と
で
は
孝
感
の
実
感

に
も
隔
た
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
な
が
ら
孝
感
に
実
感
を
抱
く
士
人
と
否

定
的
に
と
ら
え
る
士
人
と
で
は
孝
や
祭
祀
の
解
釈
に
も
違
い
が
出
て
来
る
と
考

え
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
孝
に
関
連
す
る
一
端
を
採
り
あ
げ
た
だ
け
で
あ
り
、

孝
感
譚
と
家
・
宗
族
の
孝
と
の
結
び
つ
き
な
ど
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

《

注

》

（
一
）
桑
原
隲
蔵
『
中
国
の
孝
道
』
（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
七
月
）
、
加
地
伸
行
『
孝

研
究
―
―
儒
教
基
礎
論
〈
加
地
伸
行
著
作
集
Ⅲ
〉
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
〇
年
一

〇
月
、
二
九
四
頁
）
参
照
。
加
地
氏
は
、
孝
の
要
素
と
し
て
（
一
）
祖
先
祭
祀
、（
二
）

子
孫
一
族
の
繁
栄
、
（
三
）
子
の
親
に
対
す
る
愛
・
敬
の
三
要
素
に
ま
と
め
る
。

（
二
）
詳
し
く
は
、
【
報
告
二
】
青
木
洋
司
「
南
宋
末
に
お
け
る
『
論
語
集
注
』
学
而
篇

「
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
」
章
解
釈
」
、
【
報
告
三
】
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン

ド
レ
「
明
代
に
お
け
る
『
論
語
』
学
而
篇
「
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
」
章
解

釈
―
―
陽
明
学
者
を
中
心
と
し
て
―
―
」
を
参
照
。

（
三
）
『
漢
書
』
巻
八
・
宣
帝
紀
。
小
竹
文
夫
「
中
国
の
門
閭
旌
表
に
つ
い
て
」
『
史
潮
』

四
五
号
（
一
九
五
二
年
六
月
）
、
酒
井
恵
子
「
孝
子
か
ら
節
婦
へ
―
―
元
代
に
お
け

る
旌
表
制
度
と
節
婦
評
価
の
転
換
―
―
」
『
東
洋
学
報
』
八
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
六

年
三
月
）
参
照
。

（
四
）
類
書
の
孝
感
類
に
も
課
税
や
徭
役
の
免
除
に
つ
な
が
る
話
が
い
く
つ
か
見
え
る
。

た
と
え
ば
、
『
冊
府
元
亀
』
巻
七
五
七
に
、
「
韋
宏
宗
、
巴
西
人
。
葬
父
母
、
廬
墓

次
、
廬
前
生
芝
草
七
十
餘
莖
。
見
者
以
爲
孝
感
。
詔
免
其
課
。
」
と
あ
る
。

（
五
）
竹
田
晃
「
六
朝
志
怪
に
語
ら
れ
る
『
人
間
』
」
『
東
京
大
學
人
文
科
学
科
紀
要
』
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五
一
輯
（
国
文
学
・
漢
文
学

）
（
一
九
七
〇
年
一
二
月
）
参
照
。

XV

（
六
）
『
魏
書
』
に
も
孝
感
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
が
為
政
者
を
感
動
さ
せ
た

話
で
あ
り
、
「
孝
感
の
致
す
所
」
と
表
現
さ
れ
る
「
孝
感
」
と
は
異
な
る
た
め
採
り

あ
げ
な
か
っ
た
。

（
七
）
陳
孝
意
の
伝
は
、『
北
史
』
巻
七
一
、『
隋
書
』
巻
七
一
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、『
冊

府
元
亀
』
は
『
隋
書
』
に
基
づ
く
。

（
八
）
類
書
の
孝
感
類
と
し
て
は
、
『
白
孔
六
帖
』
巻
二
五
、
『
冊
府
元
亀
』
巻
七
五
七

に
収
め
る
。

（
九
）
な
お
、
思
い
込
み
や
創
作
の
入
り
込
む
例
と
し
て
、
孟
宗
の
物
語
に
つ
い
て
は
、

『
白
孔
六
帖
』
巻
二
五
、
宋
・
陳
元
靚
『
歳
時
広
記
』
巻
四
で
は
孟
宗
の
母
は
「
後

母
」
と
な
り
、
さ
ら
に
『
二
十
四
孝
』
や
明
人
撰
『
江
漢
叢
談
』
巻
二
で
は
、
母

は
病
気
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
孟
宗
は
病
気
の
母
の
た
め
に
筍
を
求
め
、

筍
で
羹
を
作
っ
た
と
こ
ろ
母
の
病
い
が
癒
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
一
〇

）
孝
感
と
し
て
は
、
『
白
氏
六
帖
』
巻
二
五
、
『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
一
に
収
め
る
。

（
一
一

）
郭
巨
の
物
語
に
は
様
々
な
変
遷
・
改
変
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
孝
」
に
対
す
る

人
々
の
実
感
も
投
影
さ
れ
て
い
る
。
郭
巨
説
話
の
変
遷
を
丁
寧
に
追
っ
た
研
究
に
、

宇
野
瑞
木
『
孝
の
風
景
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
が
あ
る
。

（
一
二

）『
南
史
』
巻
七
三
・
孝
義
上
お
よ
び
『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
一
に
も
収
め
ら
れ
る
。

（
一
三

）
『
南
史
』
巻
二
八
お
よ
び
『
冊
府
元
亀
』
巻
七
五
七
に
収
め
る
。

（
一
四

）
拙
稿
「
宋
代
訓
蒙
書
と
朱
熹
『
小
学
』
」
『
國
學
院
雜
誌
』
一
一
七
巻
一
一
号
（
通

巻
一
三
一
五
号
）
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
参
照
。

（
一
五

）『
梁
書
』
巻
四
七
・
庾
黔
婁
伝
「
汝
誠
禱
既
至
、
止
得
申
至
月
末
。
及
晦
而
易
亡
。
」

（
一
六

）
陳
淳
は
こ
の
時
の
朱
熹
の
返
答
を
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
な
論
を
記
し
て
い
る
。

陳
淳
『
北
渓
大
全
集
』
巻
六
「
禱
是
正
理
」「
前
承
教
子
路
請
禱
處
云
、
禱
是
正
理
、

自
合
有
應
。
嘗
思
之
、
周
公
請
命
而
王
乃
瘳
、
成
王
出
郊
而
天
反
風
、
耿
恭
拜
井

而
泉
出
、
庾
黔
婁
稽
顙
北
辰
而
父
疾
愈
、
與
王
祥
雙
鯉
、
姜
詩
井
魚
等
類
。
其
所

以
必
如
是
而
無
不
應
者
、
只
爲
天
地
間
、
同
此
一
理
、
同
此
一
氣
。
理
所
以
統
乎

氣
、
而
人
之
心
、
則
又
爲
理
氣
之
主
而
精
靈
焉
、
隨
其
所
屬
小
大
分
限
。
但
精
誠

所
注
之
處
、
懇
切
至
極
、
則
是
處
理
強
而
氣
充
。
凡
我
同
氣
類
而
屬
吾
界
分
者
、

自
然
有
相
感
通
、
隨
而
凑
集
之
以
此
見
實
理
、
在
天
地
間
、
渾
是
一
个
活
物
、
端

若
有
血
脈
之
相
關
者
矣
。
雖
然
、
亦
或
有
不
能
必
其
然
者
、
蓋
必
然
而
無
不
應
者
、

理
之
常
也
。
或
不
能
必
然
者
、
則
非
其
常
、
而
不
可
以
常
法
責
也
。
故
君
子
惟
自

盡
其
所
當
爲
、
而
不
可
覬
其
所
難
必
。
」

（
一
七

）
【
報
告
四
】
許
家
晟
「
花
咲
く
「
孝
」
―
江
戸
初
期
を
め
ぐ
っ
て
―
」
「
一

思

想
と
し
て
の
孝
」
で
指
摘
す
る
孝
感
を
認
め
る
熊
沢
蕃
山
も
『
孝
経
』
の
「
天
地

明
察
、
神
明
彰
矣
」
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
る
。

（
一
八

）
『
朱
子
語
類
』
で
は
も
う
一
条
だ
け
王
祥
へ
の
言
及
が
あ
り
、
王
祥
の
話
は
「
理

一
分
殊
」
を
考
究
す
る
端
緒
と
も
と
ら
え
て
い
る
（
巻
一
三
六
・

条
）
。
拙
稿
前
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掲
論
文
参
照
。

（
一
九

）
『
孝
経
刊
誤
』
に
つ
い
て
は
、
加
地
伸
行
氏
前
掲
書
お
よ
び
緒
方
賢
一
『
中
国
近

世
士
大
夫
の
日
常
倫
理
』
第
三
部
第
二
章
「
朱
熹
と
『
孝
経
刊
誤
』
」（
中
国
文
庫
、

二
〇
一
四
年
三
月
）
参
照
。

（
二
〇

）
王
祥
と
同
じ
く
王
延
も
盛
冬
に
母
の
求
め
る
生
魚
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
話
が

あ
り
、
孝
感
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
朱
熹
は
こ
の
王
延
も
孝
の
例
と
し
て
『
小

学
』
巻
六
・
善
行
に
収
め
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
晉
西
河
人
王
延
、
事
親
色

養
。
夏
則
扇
枕
席
、
冬
則
以
身
温
被
。
隆
冬
盛
寒
、
體
常
無
全
衣
、
而
親

極
滋
味
」
と
記
す
の
み
で
、
真
冬
に
生
魚
を
得
た
話
は
採
り
あ
げ
て
い
な

い
。


